
“シピボ族のシャーマニズムが治癒力をもつ理由”

人類はそもそも熱帯雨林で誕生しその環境に“遺伝子を適合”させてきた

熱帯雨林で生きる人類（シピボ族の場合） 都市社会で生きる人類

しかし…進化の過程でその居住環境が分化

進
化
の
過
程

熱帯雨林の音空間との同調

癒しと救いを与える

熱帯雨林への信頼・信仰

薬用植物の知識と

“イカロ（治療歌）”の

発展

身体

精神

前提としての自然崇拝 特徴としての治癒技術の獲得

咑 咑

自然崇拝をベースとした薬用植物による治癒の技術を
独自の“シャーマニズム”として大成し進化

産業化を進展

音空間の変化と物質信仰の肥大化

ストレスによる心身の病に…

本来の生育環境を離れ産業化を
進展させたことで心身の病が拡大

薬用植物と“イカロ”を使い熱帯雨林に宿る生命体の呼吸

（息づかい・音）と同調させる

トランス状態で呼吸を通じ熱帯雨林と同調
治
癒
の
仕
組

熱帯雨林の音空間に、植物とイカロを使い体と呼吸を同調させることで、都市社会に生きる人々の心身が治癒される

本来の生育環境である熱帯雨林を捨てて…

治癒の体験へ・・・
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